
　新型コロナウイルス感染症との戦いも３年目に入り、この病気についての多くの知見が集積され、
感染対策や診断、治療、ワクチンを柱とする予防法が確立されつつあります。
　一方で、感染後、既に感染性が消失し主要な症状が回復したにもかかわらず、「後遺症」と呼ばれる
ような症状に悩む患者さんが一定数みられることがわかってきました。

○新型コロナウイルス感染症の罹患後症状（後遺症）とは？
　WHOの定義によると「新型コロナウイルス感染症に罹患した人に見られ、
少なくとも２か月以上持続し、また、ほかの疾患による症状として説明がつ
かないもの」とされています。これは、新型コロナウイルス感染症にかかった後、感染
性は消失したにもかかわらず、ほかに明らかな原因がなく、急性期から続く症状や経過
の途中から新たに、または再び生じて持続する症状全般を指します。

○代表的な罹患後症状と経過について
　罹患後症状は、新型コロナウイルス感染症の症状が軽症や無症状の場合でも発症する可能性があり、
一般的に複数の症状がみられます。
　国内の新型コロナウイルス感染症と診断された入院歴のある525例の調査によると、「疲労感・倦怠
感」「息苦しさ」「睡眠障害」「思考力・集中力低下」は、診断６か月後に罹患者全体の10％以上にみら
れたものの、一方で多くの罹患者については症状が改善されていました。　
　また、罹患後症状が１つでも存在すると、不安や抑うつ、新型コロナウイルスに対しての恐怖心が
増強し、睡眠障害も増悪しました。

○罹患後症状を訴える患者へのアプローチ
　罹患後症状は３か月ほどで約２/３は回復しますが、治療方法が確立されていないものもあり、症状
が続く場合には日常生活や仕事、学業などに影響が及ぶこともあります。
　医療者側にとっても、前例がなく対応に苦慮する部分もありますが、かかりつけ医等が慎重な経過
観察や対症療法を行い、必要に応じて新たに開設された罹患後症状専門外来の専門医
に紹介することによって対応することは十分可能と考えられます。
　症状発現には複合的な要素が関与していると考えられるため、全人的アプローチが
重要です。社会人においては就労復帰が課題となることもしばしばあり、リハビリや
職場での配慮の必要性から多職種の連携が重要です。
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　また、海外の調査では高齢、肥満、女性に罹患後症状がみられやすいとの報告があります。一方、
ワクチンを２回接種した後に新型コロナウイルスに感染した場合、28日以上長引く症状が半減したと
の報告もあります。
　罹患後症状の起こる原因は、ウイルス感染臓器への直接的障害、感染後の免疫調節不全による炎症、
血栓症による血管損傷や血流不足、重症者の集中治療後症候群などが想定されていますが、明確には
わかってません。
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